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＜注意事項＞

 本資料に記載されている将来に関する記述は、現時点で入手可能な情報に基づいており、リスクと不確実性を含んでおります。

 決算期変更の経過期間となる2022年12月期は、2022年4月1日から2022年12月31日までの9ヶ月決算となります。

本資料の比較対象となる「21年度第1四半期（調整後）」は下図の通り連結対象期間を調整しており、監査法人による

監査を受けていない参考数値となります。

21年度 第1四半期
（調整後参考数値）

22年度 第1四半期

 2022年12月期の業績予想（調整後）は、下図の通り12ヶ月決算ベースに調整した参考数値となります。

21年度 22年度業績予想
（調整後参考数値）
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（単位：百万円）

21年度

第1四半期（調整後）

22年度

第1四半期
金額 比率 金額 比率

売上高 71,284 100% 77,658 100% 6,373

売上原価 57,553 80.7% 59,518 76.6% 1,965

売上総利益 13,731 19.3% 18,139 23.4% 4,407

販管費 13,105 18.4% 16,310 21.0% 3,204

営業利益 626 0.9% 1,829 2.4% 1,202

営業外損益 -198 -0.3% -175 -0.2% 22

経常利益 427 0.6% 1,653 2.1% 1,225

特別損益 11,029 15.5% 2,312 3.0% -8,717

税引前当期純利益 11,457 16.1% 3,965 5.1% -7,491

法人税等 1,300 1.8% 2,312 3.0% 1,012

非支配株主当期純利益 49 0.1% -231 -0.3% -280

親会社株主当期純利益 10,108 14.2% 1,884 2.4% -8,223

比較

増減

損益計算書

北米向け売上増に加え、為替影響により増収増益
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費用増加や原材料価格高騰の影響があるも、物量増加や為替に
より利益は12億円増加

営業利益増減要因
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（百万円）

その他内訳
原材料費アップ -1,000
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貸借対照表

手許資金 118,396 121,515 3,118

売上債権 48,194 37,222 -10,972

棚卸資産 83,452 94,850 11,398

その他 7,662 12,456 4,793

流動資産計 257,706 266,044 8,338

有形固定資産 67,361 67,961 600

無形固定資産 2,571 2,368 -202

投資その他の資産 17,080 16,460 -620

固定資産計 87,013 86,790 -222

資産合計 344,719 352,835 8,115

22年度

第1四半期末
21年度末

比較

増減

（単位：百万円）

仕入債務 38,874 32,202 -6,671

有利子負債 98,177 110,806 12,629

その他 47,354 40,765 -6,589

負債計 184,406 183,774 -631

純資産計 160,313 169,060 8,747

負債・純資産計 344,719 352,835 8,115

比較

増減

22年度

第1四半期末
21年度末

円安や生産制約等の影響により棚卸資産、有利子負債増加

21年度

第1四半期
21年度

22年度

第1四半期

売上債権回転期間 89.4日 85.5日 69.4日

棚卸資産回転期間 190.3日 148.1日 177.5日

自己資本比率 47.8% 46.2% 47.6%
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建設用クレーン、その他は増加
車両搭載型クレーン、高所作業車は減少

製品別売上高
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(調整後)

（単位：百万円）

金額 増減率

車両搭載型
クレーン

建設用クレーン、日本向け及び海外向け売上高

日本 7,750 5,267 -2,483 -32.0%

海外 39,634 47,841 8,206 20.7%

合計 47,385 53,108 5,723 12.1%

為替レート ※1-6月期中平均レート

USD 107.69 122.89

EUR 129.82 134.25

合計

その他

高所作業車

建設用クレーン

15,156 17,461 2,305 15.2%

71,284 77,658 6,373 8.9%

-22.6%

3,647 3,143 -503 -13.8%

21年度

第1四半期

（調整後）

12.1%

比較増減

5,095 3,944 -1,151

22年度

第1四半期

47,385 53,108 5,723
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（単位：百万円）

金額 増減率

欧州 13,956 16,851 2,894 20.7%

北米 18,405 26,506 8,101 44.0%

中南米 605 2,330 1,724 284.6%

アジア 6,074 6,598 523 8.6%

中東 3,596 2,341 -1,254 -34.9%

その他 8,149 7,038 -1,111 -13.6%

小計（海外計） 50,789 61,667 10,877 21.4%

日本 20,494 15,990 -4,504 -22.0%

合計 71,284 77,658 6,373 8.9%

海外売上高比率 71.2% 79.4%

21年度

第1四半期

（調整後）

22年度

第1四半期

比較増減

欧州、米州を中心に増加

※上のグラフには日本を含んでおりません。
※その他は、オセアニア、アフリカ、CISを含んでおります。

仕向地別売上高

（調整後）
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22年度業績予想

（単位：百万円）

21年度 22年度 参考：調整後計画

2022/4～2023/3

金額 比率 金額 比率 金額 比率

売上高 205,661 100% 205,000 100% 235,000 100% 14.3%

営業利益 5,251 2.6% 4,500 2.2% 6,000 2.6% 14.3%

経常利益 5,454 2.7% 3,800 1.9% 5,500 2.3% 0.8%

親会社株主当期純利益 13,096 6.4% 1,900 0.9% 2,800 1.2% -78.6%

※4月28日付発表の業績予想は変更しておりません

USD

EUR

※7月以降の為替レートを変更しております

　4月28日付発表の業績予想における為替レート　USD:120.00円、EUR:135.00円

中間 3.00円 中間 ー

期末 4.00円 期末 8.00円

年間 7.00円 年間 8.00円

※4月28日付発表の配当予想は変更しておりません

増減率（変則決算期）

129.89円 140.00円(7月以降)

1株当たり配当金

130.00円(7月以降)

140.00円(7月以降)

109.80円 130.00円(7月以降)
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22年度業績予想 営業利益増減要因

売上増に加え販売価格の見直しに努めるも、前向き費用や原材料
価格高騰の影響もあり、営業利益は7億円の増加

その他内訳
原材料費アップ -5,500

費用内訳
変動費増加 -3,500
前向き費用 -3,150
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（単位：百万円）

金額 増減率

車両搭載型
クレーン

建設用クレーン、日本向け及び海外向け売上高

日本 42,725 38,600 -4,125 -9.7%

海外 87,736 119,300 31,564 36.0%

合計 130,461 157,900 27,439 21.0%

22年度予想

（調整後）
21年度

比較増減

14.3%29,339235,000205,661合計

その他 40,777 43,400 2,623 6.4%

建設用クレーン

-5.2%-95117,30018,251

130,461 157,900 27,439 21.0%

高所作業車 16,171 16,400 229 1.4%

22年度製品別売上高予想
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※上のグラフには日本を含んでおりません。
※その他は、オセアニア、アフリカ、CISを含んでおります。
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金額 増減率

欧州 30,487 35,800 5,313 17.4%

北米 45,999 61,900 15,901 34.6%

中南米 1,028 5,000 3,972 386.4%

アジア 14,039 15,500 1,461 10.4%

中東 5,902 13,000 7,098 120.3%

その他 15,219 16,600 1,381 9.1%

小計（海外計） 112,678 147,800 35,122 31.2%

日本 92,983 87,200 -5,783 -6.2%

合計 205,661 235,000 29,339 14.3%

海外売上高比率 54.8% 62.9%

比較増減
21年度

22年度予想

（調整後）

22年度仕向地別売上高予想

（調整後）


